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奨学生番号 
 
 
 

 
卒業学校名 

 
 
 

 
氏 名 

 
 
 

 

【 注 意 】 

大学等への進学で返還の猶予を希望する場合 

５～６ページ（返還の猶予）を必ず読んで 

手続きに漏れがないようにしてください 
 

 

紛失された場合、住所、氏名を記入した封筒に 140 円切手を貼って、熊本県高校教育課ま

で郵送してください。（必ず「返還の手引き再発行希望」と明記してください。） 

郵送のほか熊本県教育委員会ホームページからダウンロードもできます。 

 

熊本県教育庁教育指導局高校教育課修学支援係 

住所：〒862-8609 熊本市中央区水前寺６丁目１８番１号 
電話：096-333-2682 

 

重要・保管 
返還完了まで 

絶対に捨てないでください 
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この手引きは、通学支援奨学生の皆様が今後の返還を円滑に行っていただくために

作成したものです。 

返還金は、後輩の通学支援奨学金として再び活用されており、返還金がなければ通

学支援奨学金の運営に重大な支障をきたします。 

返還に関する決まりや必要な手続きについては、手引きの記載に従い、必要な時期

に確実に行ってください。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 借用証書等の通学支援奨学金返還書類を学校に提出 

返還方法等はこの時点で選択します 

進学されない場合 

１０月から返還開始。 

※退学の場合は退学の翌月から返

還開始 

諸変更届の提出 

本人・連帯保証人の住所、氏名その他重要事項に変更があった場合、猶予期間

中を含め随時、県に届出を行ってください。 

返還完了（借用証書等の返却） 

毎年４月 猶予（在学）期間中は在学証

明書を提出 

大学・専門学校等卒業後 

１０月から返還開始 

返還猶予（災害・傷病） 

進学以外にも、奨学生本人が災害・傷病の理由で返還困難なとき返還を猶予で

きる場合があります。 

Ｐ２参照 

進学された場合 

４月 返還猶予を希望する場合猶予申

請を行います。 

３月 学校卒業 

（以後、提出書類は熊本県高校教育課に直接提出します） 

Ｐ３参照 

Ｐ５参照 

Ｐ６参照 

Ｐ７参照 

Ｐ８参照 

Ｐ５参照 

Ⅰ はじめに 

申請漏れ多発 

要注意！ 

返還が遅れた場合 

督促状を発するほか、様々な取組みを行っています。 

延滞が長期化した場合 

延滞利息が発生するほか、法的措置（支払督促、強制執行等）を行います。 

Ⅱ 返還完了までの流れ（学校卒業の場合） 

１１月 返還の手引き及び借用証書等の送付 



2 

 

 

 

１ 通学支援奨学金借用証書、通学支援奨学金返還明細書、印鑑登録証明書の提出 

次の事由により貸与が終了する場合、以下の書類を提出します。提出がない場合、

返還方法が確認できませんので、一括返還を求めることがあります。 

事  由 ① 卒業したとき 

② 資格喪失したとき 

③ 辞退したとき 

④ 退学したとき 

⑤ 成業の見込がないとき 

⑥ 教育委員会が必要と認めたとき 

提出書類 ① 通学支援奨学金借用証書 

② 通学支援奨学金返還明細書 

③ 連帯保証人の印鑑登録証明書 

提 出 先 各学校 

 

２ 借用証書、返還明細書の作成 

作成にあたっては、次の注意点を厳守するとともに、別紙記入例を必ず確認のう

え記入してください。 

□ 住所、氏名等を記入する箇所は、必ず通学支援奨学生、連帯保証人のそ

れぞれ本人が、自筆で記入してください。 

□ 数字で記入する個所は正確・鮮明に算用数字で記入します。 

□ 連帯保証人については原則として貸与決定時の誓約書に記載された方を

記入して下さい。 

□ 誓約書に記載された、連帯保証人に変更がある場合は、借用証書、返還

明細書と併せて連帯保証人の変更届（Ｐ１４参照）を提出してください。 

  ※返還方法等は、Ｐ３～４を確認のうえ選択してください。 

 

 

借用証書等の住所、氏名等は必ず、通学支援奨

学生、連帯保証人それぞれ本人が、自筆で記入

してください。 

 

 

Ⅲ 通学支援奨学金借用証書等の提出 
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１ 返還の方法 

（１）口座振替 

返還は原則として口座振替により行います。「熊本県育英資金返還金口座振

替申出書」を借用証書・返還明細書・印鑑登録証明書とともに学校に提出して

ください。 

振替口座 肥後銀行のみ 

（肥後銀行以外の金融機関の口座は設定できません） 

注 意 点 ①  口座振替は毎月の納入期限日１回限りです。 

（再度の口座振替はできません） 

② 残高不足とならないよう振替日の前に必ず残高確認をしてく

ださい。 

③ 連帯保証人名義の口座の設定も可能です。 

 

（２）納入通知書 

口座振替が困難な場合に限り、次の金融機関窓口において納入通知書で返還

することができます。 

金融機関 ① 肥後銀行の本店、支店、出張所及び各代理店 

② 熊本銀行、みずほ銀行、熊本信用金庫、熊本第一信用金庫、熊本中央

信用金庫、天草信用金庫の本店、支店 

③ 熊本県信用組合、横浜幸銀信用組合、熊本県医師信用組合、九州労働

金庫、商工組合中央金庫の熊本県内本店、支店 

④ 三菱ＵＦＪ銀行、三井住友銀行、りそな銀行、三井住友信託銀行、福

岡銀行、西日本シティ銀行、十八銀行、大分銀行、豊和銀行、宮崎銀

行、鹿児島銀行、北九州銀行、南日本銀行、長崎銀行、の各銀行熊本

県内支店 

⑤ 熊本県内単位農業協同組合の本所、支所、農林中央金庫熊本支店 

※ゆうちょ銀行では納入できません。 

注 意 点 次の場合には、必ず熊本県高校教育課（096-333-2682）まで御連

絡ください。 

① 納入期限を過ぎて納付書で返還する場合 

② 納入期限を過ぎても納入通知書が届かない場合 

③ 納入通知書を紛失した場合 

 

 

 

Ⅳ 通学支援奨学金の返還 
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２ 割賦方法及び返還割賦額 

割賦方法は次のいずれかの方法を選択してください。なお、返還割賦額は「通学

支援奨学金返還明細表」記載の金額を参考にしてください。 

割賦方法 振替日（納入期限） 

一括  

年賦 １０月２５日 

半年賦 ４月２５日、１０月２５日 

月賦 毎月２５日 

月賦・ボーナス併用 毎月２５日（６、１２月にボーナス分を加算） 

※口座振替の場合、２５日が金融機関の休業日のときは、翌営業日となります。 

※納入通知書の場合、記載されている納入期限（返還の期限）内に納入してください。 

 

３ 返還開始の時期 

事由 返還開始 

卒業したとき 

辞退したとき 

成業の見込がないとき 

教育委員会が必要と認めたとき 

貸与終了の６ヶ月後 

（３月卒業の場合は１０月から返還開始） 

退学したとき 貸与終了の翌月 

 

【参考】返還方法のイメージ 

●年賦の場合 

      

      

      

      

      

10/25 

      

   

   

10/25 

 

    

 ６ヶ月措置   

     卒業                     第１回          最終回 

●半年賦の場合 

                              10/25        4/25        10/25        4/25 

       

 ６ヶ月措置     

     卒業                     第１回     第２回     第３回     最終回 

●月賦、月賦・ボーナス併用の場合 

                              10/25    11/25   12/25       6/25     9/25 

        

 ６ヶ月措置     

     卒業                     第１回 第２回  第３回    第９回     最終回 

                                           （ﾎﾞｰﾅｽ加算月） （ﾎﾞｰﾅｽ加算月） 
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通学支援奨学生本人が、在学・進学・災害・傷病のいずれかに該当する場合、申請

に基づき一定期間返還を猶予（返還の先延ばし）することができます。ただし、次の

点に御注意ください。 

 

 

 

 

 

 

（１）在学・進学による猶予 

対 象 者 【在学猶予】貸与終了後も引き続き高校・大学等に在学している者 

【進学猶予】貸与終了後、大学又は専修学校等（防衛大など給与又

はそれに類するものが支給される学校は除く）に進学した者 

猶予期間 在学している期間 

提出書類 【初年度】 

① 通学支援奨学金返還猶予申請書（Ｐ１０参照） 

※通学支援奨学生番号を２つお持ちの方は番号ごとにそれ

ぞれ猶予申請書を提出してください。 

② 進学先又は在学先の在学証明書（原本） 

【次年度以降】※卒業するまで毎年提出が必要です。 

① 毎学年の在学証明書（原本） 

※通学支援奨学生番号を２つお持ちの方は、在学証明書に通

学支援奨学生番号を２つ御記入ください。 

※提出がない場合、猶予が取り消されますので御注意ください。 

提 出 先 熊本県高校教育課 

提出期間 毎年４月１日～４月末日 

※期間内に提出がない場合、返還の猶予は原則認められません。 

注 意 点 ① 留年・退学・その他学生としての身分に変化が生じた場合には、

文書にて届け出てください。 

② 返還猶予を受けた人は、猶予期間が終了した日から６ケ月を経

過した日の属する月の翌月から返還開始となります。引き続き

猶予を希望する場合は、猶予期間終了前に再申請する必要があ

ります。なお、猶予は遡って申請することはできませんので注

意してください。 

③ 返還開始後に返還猶予を希望する場合は猶予申請書及び進学先

又は在学先の在学証明書を提出してください。 

 

 

 

 

□ 猶予申請時に滞納がないことが返還猶予の条件となります。 

□ 返還期限が到来していない返還金についてのみ猶予を行うこと

ができます。（返還期限が過ぎた返還金の猶予を行うことはでき

ません。） 

卒業後に大学進学等で返還猶予を希望する場合は

毎年手続きをする必要があります。 

Ⅴ 返還の猶予 
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【参考】進学による猶予のイメージ 

 

（２）災害による猶予 

対 象 者 災害を受けた通学支援奨学生 

猶予期間 １回の申請につき１年以内 

提出書類 ① 通学支援奨学金返還猶予申請書（Ｐ１０参照） 

※通学支援奨学生番号を２つお持ちの方は、通学支援奨学生番

号ごとにそれぞれ猶予申請書を提出してくさい。 

② り災証明書 

提 出 先 熊本県高校教育課 

 

（３）傷病による猶予 

対 象 者 傷病により就労が困難な通学支援奨学生 

猶予期間 １回の申請につき１年以内 

提出書類 ① 通学支援奨学金返還猶予申請書（Ｐ１０参照） 

※通学支援奨学生番号を２つお持ちの方は、通学支援奨学生番

号ごとにそれぞれ猶予申請書を提出してくさい。 

② 医師の診断書（原本） 

  ※就労不可能期間が記載されているもの。 

提 出 先 熊本県高校教育課 

注 意 点 ① 就労不能期間の記載のない診断書は、理由を問わず受け付ける

ことができません。 

② 診断書作成に要する費用は申請者が負担することになります。

猶予が認められなかった場合も同様です。 

 

  

  
診断書を依頼する前に、就労不能期間の記載が可能

であるか必ず医師に確認してください。 

高
校
卒
業

大
学
進
学

「返
還
猶
予
申
請
書
」

「在
学
証
明
書
」の
提
出
〆
切

大
学
二
年
進
級

「在
学
証
明
書
」の
提
出
〆
切

大
学
卒
業

返
還
開
始

H31.3 H31.4 H31.4.30 H32.4 H32.4.30 H33.4.30 H34.4.30 H35.3 H35.10

毎年度の4/30までに「在学

証明書」提出
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借用証書、返還明細書等に記載した事項のうち、下表に示す事由に変更が生じた場

合は、該当する事項の届・願等を速やかに熊本県高校教育課に提出して下さい。 

提出すべき書類の様式は、本手引きに添付していますのでコピーして使用してくだ

さい。 

変更事項 提出事由 提出書類 備考 

通学支援奨

学生に関す

ること 

①住所の変更 

②改姓・改名 

③連絡先の変更 

①氏名・住所変更届 

（Ｐ１２参照） 

事実発生のつど届出 

④死亡したとき ①死亡届（Ｐ２０参照） 

②戸籍抄本又は死亡診断書 

連帯保証人等が届出 

連帯保証人

に関するこ

と 

①住所の変更 

②改姓・改名 

③連絡先の変更 

④連帯保証人の変更 

①連帯保証人の変更届 

（Ｐ１４参照） 

②「連帯保証人の変更届」

添付書類 

（Ｐ１６参照） 

③調査等同意書 

（Ｐ１８参照） 

④印鑑登録証明書 

※②～④は連帯保証人を変

更する場合のみ提出 

①事実発生のつど届出 

②通学支援奨学生の配偶者

を連帯保証人にすること

はできません。 

返還方法に

関すること 

①口座振替又は納付

書納付に変更する

とき 

②割賦方法を変更す

るとき 

①通学支援奨学金返還方法

変更願 

（Ｐ２２参照） 

②口座振替申出書 

※②は口座を変更する場合

のみ提出（用紙は熊本県

高校教育課から発送しま

す） 

①割賦方法について、 

・半年賦→年賦 

・ボーナス併用→年賦 

は毎年４月のみ変更可。 

②その他の割賦方法の変更

は毎年４月又は１０月に

変更可。 

※諸願・諸届には必ず通学支援奨学生番号を明記してください。 

 

 

変更等の手続きは、適切な時期に確実に行ってくだ

さい。手続きを怠ると、返還についての大切なお知

らせが、お手元に届かなくなるなど、不利益が生

じることがあります。 

 

Ⅵ 住所・氏名その他重要事項等の変更 
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納入期限（返還の期限）までに返還しないときは滞納となり、以下のとおり対応す

ることになります。 

 

（１）督促状及び催告状の発送 

通学支援奨学生本人に対して納入期限後３０日以内に督促状を発します。 

また、連帯保証人に対しても同時に催告状を送付します。 

 

（２）文書、電話、訪問による催告 

督促状発送以降、通学支援奨学生本人に加え、連帯保証人に対して文書・電

話・訪問による催告を同時に行っていきます。 

連絡がとれない場合等には勤務先にも行うことがあります。 

 

（３）支払督促申立て、強制執行等 

催告を行っても滞納が解消されない場合、支払督促申立・強制執行など裁判

上の手続き（法的措置）をとることになります。 

支払督促申立・強制執行等は連帯保証人に対しても同時に行います。 

 

（４）延滞利息の徴収 

返還金の延滞が６ヵ月経過するごとに、延滞額に対し２．５％の延滞利息を

徴収します。延滞利息はたとえ元金を返還しても免除されません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

□ 借用証書で約束した納入期限（返還の期限）は必ず守

ってください。 

□ 万一、期限を過ぎて返還された場合、必ず高校教育

課に電話連絡をしてください。 

□ 現在、通学支援奨学金制度を維持していくために、滞

納された奨学生、連帯保証人に対して、裁判所での手

続きを経て、奨学金の回収を行っています。 
 

Ⅶ 返還金の滞納と督促 
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  ◆「通学支援奨学金返還猶予申請書」（第２２号様式）・・・・・・・・・Ｐ１０ 
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◆「通学支援奨学金借用証書」（第１９号様式）   ・・・・・・・・・Ｐ２４ 

◆「誓約書」（第６号様式）            ・・・・・・・・・Ｐ２５ 

◆「保証書」（第４号様式）            ・・・・・・・・・Ｐ２６ 

 ◆「熊本県育英資金返還金口座振替申出書」     ・・・・・・・・・Ｐ２７ 

 

 
 
※熊本県教育委員会ホームページにも上記様式（参考様式は除く） 
を含む熊本県通学支援奨学金の各種様式を掲載しています。 

 

 

 

 

参考様式 

Ⅷ 各種様式及び記入例 

熊本県 通学支援奨学金 検索 
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別記第22号様式(第19条関係) 

  通学支援奨学生

番 号 
                    

 

通 学 支 援 奨 学 金 返 還 猶 予 申 請 書 

 

年   月   日 

 

 

 熊本県教育委員会 様 

  

通 学 支 援

奨 学 生 

住 所 
〒   ―   電話   ―   ― 

  

氏 名 
  

印 

連帯保証人 

住 所 
〒   ―   電話   ―   ― 

氏 名 
  

印 

 下記の事由により、通学支援奨学金の返還の猶予を受けたいので、別紙証明書類を添え

て申請します。 

記 

  

借 用 期 間       年  月から   年  月まで(  月間) 

  

借 用 金 額                    円 

希望の返還猶予期間       年  月から   年  月まで 

返 還 猶 予 の 理 由 

( 箇 条 書 き ) 
  

  

注意 大学(又はこれに相当する学校)への進学、災害、傷病、その他真にやむを得ない場

合、その事由を証する書類を添えて提出してください。 

 

 

 

 

 

※コピーして使用してください 
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別記第22号様式(第19条関係) 

  通学支援奨学生

番 号 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

 

通 学 支 援 奨 学 金 返 還 猶 予 申 請 書 

平成３０ 年  ４月 １５日  

 

 熊本県教育委員会 様 

  

通 学 支 援

奨 学 生 

住 所 
〒８６２―８６０９ 電話０９０―１１１１―１１１１ 

熊本市中央区水前寺６－１８－１   

  

氏 名 奨学 太郎 
 

連帯保証人 
住 所 

〒８６２―８６０９ 電話０８０―２２２２―２２２２ 

熊本市中央区水前寺６－１８－１ 

氏 名 奨学 次郎  

下記の事由により、通学支援奨学金の返還の猶予を受けたいので、別紙証明書類を添え

て申請します。 

記 

  
借 用 期 間     Ｈ２７年 ４月から Ｈ３０年 ３月まで(３６月間) 

  

借 用 金 額          １，０８０，０００ 円 

希望の返還猶予期間 Ｈ３０年 １０月から  Ｈ３４年 ３月まで 

返 還 猶 予 の 理 由 

(箇条書き) 

 

【進学の場合】 ○○大学に進学のため 

【在学の場合】 ○○高校に在学中のため 

【傷病の場合】 ○○病のため１年間就労できないため 

【災害の場合】 ○○により被災したため 

                                    等 

  

注意 大学(又はこれに相当する学校)への進学、災害、傷病、その他真にやむを得ない場

合、その事由を証する書類を添えて提出してください。 

 

 

 

奨
学 

記 入 例 

県への提出日を記入 

奨学生番号を２つお持ちの方は、奨学生番号ご

とにそれぞれ猶予申請を提出してください。 

進学の場合卒業までの

期間を記入できます。 

奨
学 

それぞれ

押印 
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別記第13号様式(第12条関係) 

  通学支援奨学生

番 号 
                    

 

氏 名 ・ 住 所 変 更 届 

 

年   月   日 

 

 

  熊本県教育委員会 様 

  

通 学 支 援

奨 学 生 

学校名 
    

住 所 
〒   ―    電話   ―   ― 

氏 名 
  

印 

連帯保証人 

住 所 
〒   ―    電話   ―   ― 

氏 名 
  

印 

 下記のとおり、改姓・転居しましたので届けます。 

記 

  

改

姓 

変

更

前 
  

  

変

更

後 

  

住

所

変

更 

変

更

前 

〒   ―    電話   ―   ― 

変

更

後 

〒   ―    電話   ―   ― 

  

 

 

 

※コピーして使用してください 
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別記第13号様式(第12条関係) 

  通学支援奨学生

番 号 

１ 

５ 

１ 

５ 

１ 

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

 

氏 名 ・ 住 所 変 更 届 

平成３０ 年 １１月 １５日  

 

  熊本県教育委員会 様 

 

通 学 支 援

奨 学 生 

学校名 水前寺高等学校 
  

住 所 
〒８６２―８６０９ 電話０９０―１１１１―１１１１ 

熊本市中央区水前寺６－１８－１   

氏 名 奨学 太郎  

連帯保証人 
住 所 

〒８６２―８６０９ 電話０８０―２２２２―２２２２ 

熊本市中央区水前寺６－１８－１ 

氏 名 奨学 次郎  

  下記のとおり、改姓・転居しましたので届けます。 

記 

  

改

姓 
変

更

前 
     クマモト     タロウ 

 

熊本       太郎 

  

変

更

後 

    ショウガク     タロウ 

 

奨学       太郎 

住

所

変

更 

変

更

前 

〒１２３―４５６７ 電話０８０―５５５５―５５５５ 

 熊本県八代市●●町１－１―１ 

変

更

後 

〒８６２―８６０９ 電話０９０―１１１１―１１１１ 

 熊本市中央区水前寺６－１８－１ 

  

 

 

奨
学 

奨
学 

記 入 例 
奨学生番号を２つお持ちの方

は、２つ記入してください。 

県への提出日を記入 

奨学金貸与時の学校を記入 

改姓の場合に記入 

フリガナもお忘れなく 

住所変更の場合に記入 

それぞれ

押印 
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別記第14号様式(第12条関係) 

  通学支援奨学生

番 号 
                    

 

連 帯 保 証 人 の 変 更 届 

 

年   月   日 

 

  熊本県教育委員会 様 

  

通 学 支 援

奨 学 生 

学 校 名 
    

住 所 
〒   ―    電話   ―   ― 

 

氏 名 
  

印 

変 更 後 の

連帯保証人 

フリガナ 

住 所 

〒   ―    電話   ―   ― 

 

  

フリガナ 

氏 名   

実
印 

変 更 前 の

連帯保証人 

住 所 
〒   ―    電話   ―   ― 

 

  

氏 名 
  

印 

記 

 

 1 連帯保証人の変更      年   月   日から 

  

変
更
後
の
連
帯
保
証
人 

氏 名   

  

生 年 月 日 年   月   日生(満  才) 

住 所   

本人との続柄   

勤務 ( 連絡 ) 先   

変 更 前 の

連 帯 保 証 人 氏 名 
  

 2 連帯保証人の改姓・住所の変更      年   月   日から 

  

変更後の氏名(新住所)   

  変更前の氏名(旧住所)   

  

注意 連帯保証人を変更しようとするときは、変更後の連帯保証人の印鑑証明書を添付し

てください。 
 

※コピーして使用してください 
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別記第14号様式(第12条関係) 

  通学支援奨学生

番 号 

１ 

５ 

１ 

５ 

１ 

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

 

連 帯 保 証 人 の 変 更 届 

平成３０ 年 １１月 １４日  

  熊本県教育委員会 様 

  

通 学 支 援

奨 学 生 

学校名 水前寺高等学校 
  

住 所 〒８６２―８６０９ 電話０９０―１１１１―１１１１ 

熊本市中央区水前寺６－１８－１ 

氏名 奨学 太郎  

変 更 後 の

連帯保証人 

フリガナ 

住 所 

〒１２３―４５６７ 電話０９０―３３３３―３３３３ 

クマモトケンヤツシロシ●●マチ 

熊本県八代市●●町１－１ 

フリガナ 

氏名 
クマモト ハナコ 
熊本   花子 

 

変 更 前 の

連帯保証人 

住 所 〒８６２―８６０９ 電話０８０―２２２２―２２２２ 

熊本市中央区水前寺６－１８－１ 

氏名 奨学 次郎  

記 

 1 連帯保証人の変更    平成３０ 年 １１月 １４日から 

  
変
更
後
の
連
帯
保
証
人 

氏 名 熊本 花子   

生 年 月 日 昭和２１年 ２１月 ２１日生(満７１才) 

住 所 熊本県八代市●●町１－１ 

本人との続柄 叔母 

勤務(連絡)先 熊本商事（０９６－●●●－●●●●） 

変 更 前 の 

連 帯 保 証 人氏 名 
奨学 次郎 

 2 連帯保証人の改姓・住所の変更  平成３０ 年 １１月 １４日から 

  変更後の氏名(新住所) （奨学 花子）熊本市中央区水前寺６－１８－１   

変更前の氏名(旧住所) （熊本 花子）熊本県八代市●●町１－１ 

  

注意 連帯保証人を変更しようとするときは、変更後の連帯保証人の印鑑証明書を添付し

てください。 

記 入 例 

奨
学 

奨
学 

連帯保証人の氏名又

は住所が変更になっ

た場合に記入してく

ださい 

連帯保証人を変更す

る場合に記入してく

ださい 

県への提出日を記入 

奨学生番号を２つお持ちの方

は、２つ記入してください。 

添付書類もお忘れなく。氏名又

は住所のみの変更の場合不要。 

勤務先の電話番号も明記 

それぞれ各自

自筆で記入し

てください 

熊
本 

花
子 

必ず実印 
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「連帯保証人の変更届」添付書類 

 

 

  通学支援奨学生            の通学支援奨学金返還債務の連帯保証人を変更す

るにあたり、「連帯保証人の変更届」を提出する理由は次のとおりです。 

 

旧保証人                     印 

     

 

新保証人                    実印 

 

１ 保証人を変更する理由 

 １～６の該当する番号の１つに○をしてください（複数選択不可） 

主たる生計維持者 

の変更 

１ 旧保証人の転職、失業、疾病、障がいによる収入減 

２ 旧保証人の死亡 

３ 旧保証人と通学支援奨学生が異なる世帯になった 

（例 旧保証人の離婚） 

旧保証人の債務超過 
４ 破産手続開始の申立てをした又はする予定 

５ 民事再生手続開始の申立てをした又はする予定 

その他 
６ １から５以外の理由（詳細を記入してください：                          

） 

 

２ 旧保証人の所得の状況  

所得の種類 

（該当するものに○(複数選択可)） 

所得額（給与所得は手取金額、年金所得は年金受給額） 

これまで１年間の額 これから１年間の見込額 

給与・年金・事業・その他 円 円 

  

 

３ 新保証人の状況 

 

（１） 次の事項に該当する場合 □に✔ を記入してください。 

□ 新保証人は、破産手続、民事再生手続開始決定を受けた又は申立てを行う予定である。 

 

（２） 新保証人の所得の状況 

所得の種類 

（該当するものに○(複数選択可)） 

所得額（給与所得は手取金額、年金所得は年金受給額） 

これまで１年間の額 これから１年間の見込額 

給与・年金・事業・その他 円 円 

 

（３） 新保証人の借入の状況  

主な借入先 借入残高の合計 毎月の返済額の合計 

 円 円 

※コピーして使用してください 
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「連帯保証人の変更届」添付書類 

 

  通学支援奨学生    奨学 太郎    の通学支援奨学金返還債務の連帯保証人を変更

するにあたり、「連帯保証人の変更届」を提出する理由は次のとおりです。 

 

旧保証人      奨学 次郎            

     

 

新保証人      熊本 花子            

 

１ 保証人を変更する理由 

 １～６の該当する番号の１つに○をしてください（複数選択不可） 

主たる生計維持者 

の変更 

１ 旧保証人の転職、失業、疾病、障がいによる収入減 

２ 旧保証人の死亡 

３ 旧保証人と通学支援奨学生が異なる世帯になった 

（例 旧保証人の離婚） 

旧保証人の債務超過 
４ 破産手続開始の申立てをした又はする予定 

５ 民事再生手続開始の申立てをした又はする予定 

その他 
６ １から５以外の理由（詳細を記入してください：                          

） 

 

２ 旧保証人の所得の状況  

所得の種類 

（該当するものに○(複数選択可)） 

所得額（給与所得は手取金額、年金所得は年金受給額） 

これまで１年間の額 これから１年間の見込額 

給与・年金・事業・その他 ３００万円 １００万円 

  

３ 新保証人の状況 

 

（１） 次の事項に該当する場合 □に✔ を記入してください。 

□ 新保証人は、破産手続、民事再生手続開始決定を受けた又は申立てを行う予定である。 

 

（２） 新保証人の所得の状況 

所得の種類 

（該当するものに○(複数選択可)） 

所得額（給与所得は手取金額、年金所得は年金受給額） 

これまで１年間の額 これから１年間の見込額 

給与・年金・事業・その他 ４００万円 ４５０万円 

 

（３） 新保証人の借入の状況  

主な借入先 借入残高の合計 毎月の返済額の合計 

（株）水前寺銀行 １２０万円 ６，０００円 

 

記 入 例 

熊
本 

花
子 

奨
学 それぞれが自筆で記入し

てください。 

それぞれ押印してください。 

実印を押印 

該当する項目に○を記入して

ください。 

借入がない場合は「0」を記入。 
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調査等同意書 

熊本県通学支援奨学金の貸与、返還の実施のために必要がある時は、下記の申請者

本人及び連帯保証人の住所、所在、住居、勤務先、資産、収入等について、熊本県教

育委員会が官公庁、金融機関等の関係する団体、法人等又は関係する個人に対し調査

等を行い、当該調査等の依頼を受けた者が熊本県教育委員会に対し当該調査等に回答

することに同意します。 

なお本同意書は、同意書作成日以降、熊本県通学支援奨学金の返還が完了するまで、

下記の住所、氏名に変更があった場合も、有効な旨併せて同意します。 

 

                      平成  年  月  日 

 

熊本県教育委員会  様 

 

    申請者本人   住 所 

           氏 名           印 

     連帯保証人  住 所   

           氏 名           印 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

※コピーして使用してください 
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調査等同意書 

熊本県通学支援奨学金の貸与、返還の実施のために必要がある時は、下記の申請者

本人及び連帯保証人の住所、所在、住居、勤務先、資産、収入等について、熊本県教

育委員会が官公庁、金融機関等の関係する団体、法人等又は関係する個人に対し調査

等を行い、当該調査等の依頼を受けた者が熊本県教育委員会に対し当該調査等に回答

することに同意します。 

なお本同意書は、同意書作成日以降、熊本県通学支援奨学金の返還が完了するまで、

下記の住所、氏名に変更があった場合も、有効な旨併せて同意します。 

 

                      平成３０年 ４月 １日 

 

熊本県教育委員会  様 

 

    申請者本人   住 所  熊本市中央区水前寺６－１８－１  

           氏 名  奨学 太郎          

     連帯保証人  住 所  熊本県八代市●●町１－１ 

           氏 名  熊本 花子  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

記 入 例 

県への提出日を

記入 

熊
本 

花
子 

必ず押印 

奨
学 
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別記第21号様式(第18条関係) 

  通学支援奨学生

番 号 
                    

 

死 亡 届 

 

 

 

年   月   日 

 

 

 

  熊本県教育委員会 様 

  

届出人 

 連帯保証人

又 は

親 族 

住 所 

 

〒  ―  電話   ―   ― 

  

氏 名 
  

印 

 下記のとおり通学支援奨学生が死亡しましたので、戸籍抄本(又は死亡診断書)を添えて

届けます。 

 

記 

  

通 学 支 援

奨 学 生 

氏 名   

  

( 出 身 ) 学 校 名   

死 亡 年 月 日              年   月   日 

 ※ 親族が届出をされる場合は、本人との続柄を示す書類を提出してください。 

 

 

 

 

※コピーして使用してください 
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別記第21号様式(第18条関係) 

  通学支援奨学生

番 号 

１ 

５ 

１ 

５ 

１ 

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

 

死 亡 届 

 

 

平成３０ 年 １１月 １４日  

 

 

 熊本県教育委員会 様 

    

届出人 

連帯保証人

又 は

親 族 

   

住 所 

 

〒８６２―８６０９ 電話０８０―２２２２―２２２２  

熊本市中央区水前寺６－１８－１ 

  

氏 名 奨学 次郎  

 

 下記のとおり通学支援奨学生が死亡しましたので、戸籍抄本(又は死亡診断書)を添えて

届けます。 

 

記 

  

通 学 支 援

奨 学 生 

氏 名 奨学 太郎 
  

( 出 身 ) 学 校 名 水前寺高等学校 

死 亡 年 月 日 平成３０ 年 １１月 １２日       

 ※ 親族が届出をされる場合は、本人との関係を示す書類を提出してください。 

 

 

 

奨
学 

記 入 例 

奨学生番号を２つお持ちの方

は、２つ記入してください。 
県への提出日を記入 

添付書類もお忘れなく 

押印 
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別記第9号様式(第9条関係) 

  通学支援奨学生

番 号 
                    

 

通 学 支 援 奨 学 金 返 還 方 法 変 更 願 

 

年   月   日 

 

  熊本県教育委員会 様 

  

通 学 支 援

奨 学 生 

住所 
〒   ―    電話   ―   ― 

  

氏名 
  

印 

連帯保証人 

住所 
〒   ―    電話   ―   ― 

氏名 
  

印 

 下記のとおり通学支援奨学金返還方法の変更をお願いします。 

記 

  

借 用 総 額 円 

  

返 還 済 額 円 

残 額 円 

旧返還方法 

 A 口座振替による納付  B 納付書による納付 

 1 月賦  2 半年賦  3 月賦・半年賦併用  4 年賦 

 5 一括  6 その他(            ) 

新返還方法 

 A 口座振替による納付  B 納付書による納付 

 1 月賦  2 半年賦  3 月賦・半年賦併用  4 年賦 

 5 一括  6 その他(            ) 

変更の時期          年   月分から 

  

 

 

※コピーして使用してください 
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別記第9号様式(第9条関係) 

  通学支援奨学生

番 号 

１ 

５ 

１ 

５ 

１ 

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

１

５ 

 

通 学 支 援 奨 学 金 返 還 方 法 変 更 願 

平成３０ 年  １１月 １５日  

 

  熊本県教育委員会 様 

  

通 学 支 援

奨 学 生 

住所 
〒８６２―８６０９ 電話０９０―１１１１―１１１１ 

熊本市中央区水前寺６－１８－１ 

  

氏名 奨学 太郎 
 

連帯保証人 
住所 

〒８６２―８６０９ 電話０８０―２２２２―２２２２ 

熊本市中央区水前寺６－１８－１ 

氏名 奨学 次郎 
 

   下記のとおり通学支援奨学金返還方法の変更をお願いします。 

記 

  
借 用 総 額        １，０８０，０００ 円 

  

返 還 済 額          １００，０００ 円 

残 額          ９８０，０００ 円 

旧返還方法 

 A 口座振替による納付  B 納付書による納付 

 1 月賦  2 半年賦  3 月賦・半年賦併用  4 年賦 

 5 一括  6 その他(            ) 

新返還方法 

 A 口座振替による納付  B 納付書による納付 

 1 月賦  2 半年賦  3 月賦・半年賦併用  4 年賦 

 5 一括  6 その他(            ) 

変更の時期      平成３０ 年 １２ 月分から 

  

 

 

 

奨
学 

記 入 例 

変更前の変更方法

に○をつけてくだ

さい 

ご希望の返還方法

に○をつけてくだ

さい 

奨学生番号を２つお持ちの方

は、２つ記入してください。 

県への提出日を記入 

それぞれ

押印 

変更の希望月を記入してください。 

奨
学 
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別記第19号様式(第17条関係) 

  通学支援奨学生

番 号 
                    

 

通 学 支 援 奨 学 金 借 用 証 書   

 
 

    
 千 百 十 万 千 百 十 円 

 
  

借用金額 
                

 熊本県立高等学校再編整備に伴う通学支援奨学金貸与条例による通学支援奨学生として

上記金額を借用いたしました。ついては条例その他の規約を守り、私ども連帯で通学支援

奨学金返還明細書のとおり滞りなく返還することを誓約します。 

 万一、通学支援奨学金の返還を怠った場合には、延滞金を課せられ、通学支援奨学金返

還明細書に記載した返還期限の到来前において貴教育委員会の指定した日まで返還未済額

の全部を一括返還することを請求され、また未済額及び延滞金について強制執行の手続き

を取られても異議ありません。 

 

借 用 金 内 訳 

  

借 用 期 間 借用金月額(円) 金 額(円) 

  

―     

―     

―     

―     

―     

借 用 金 総 額     

年   月   日 

 

 熊本県教育委員会  様 

 

    通学支援奨学生  住 所 

 

             氏 名                   印 

 

    連帯保証人    住 所 

 

             氏 名                  実印 

 

 注意 連帯保証人の印鑑証明書を添付すること。 

 

 

参考様式 
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別記第6号様式(第5条関係) 

  
通学支援奨学生

番 号 
                    

 

 

誓 約 書 

 

 

 

 私は、通学支援奨学金の貸与を受けることとなりましたので、熊本県立高等学校再編整

備に伴う通学支援奨学金貸与条例その他の規定を守り、指示の事項に従います。 

 なお、貸与を受けた通学支援奨学金の返還をするときは、その返還について同条例等の

規定に従って履行することを、ここに誓約いたします。 

 

 

年   月   日 

 

 

  熊本県教育委員会 様 

  

通学支援奨学生 

学 校 名     

 

フリガナ 

住 所 

〒   ―   電話   ―   ― 

フリガナ 

氏 名 
  

印 

連 帯 保 証 人 

(生計の主たる

維持者) 

 

フリガナ 

住 所 

〒   ―   電話   ―   ― 

フリガナ 

氏 名 
  

実

印 

    注意  連帯保証人は印鑑証明書を添付してください。 

 

 

 

 

参考様式 
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別記第4号様式(第3条関係) 

 

保 証 書 

 

 

 

              住 所 

  通学支援奨学生申請者 

              氏 名 

 

 

 

 上記の者が、このたび熊本県立高等学校再編整備に伴う通学支援奨学金貸与条例による

熊本県通学支援奨学金の貸与を申請します。 

 つきましては、通学支援奨学生として勉学に精励し、社会において有為な人材として成

長できるよう指導します。 

 また、貸与金の返還については連帯保証人としての義務を履行します。 

 

 

年   月   日 

 

 

  熊本県教育委員会 様 

 

  

連 帯 保 証 人 

(生計の主たる

維持者) 

フリガナ 

 

住 所 

〒   ―   電話   ―   ―   

フリガナ 

 

氏 名 

本人との続柄(   ) 

印 

  

参考様式 
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参考様式 

（様式第１号）

支店

支所

※預貯金種目は１・２の該当するものに○をつけてください。

※記入及び申込上の注意事項

《新規の場合》

１　口座振替納付を希望される方は、この申込書の太枠内を記入し、県内の肥後銀行本支店

　　の窓口へお申し込みください。

２　口座振替日は原則として毎月25日です。ただし、金融機関が休業の場合は翌営業日とな

　　ります。

《解約の場合》

１　口座振替解約を希望される方は、この申込書の太枠内を記入し、お取引の肥後銀行本支

　　店へお申し込みください。

２　お申し込み翌々月から口座振替解約となります。

（金融機関承認欄）

当行(店)に上記口座名義人の預貯金口座のあることを確認し、熊本県育

英資金貸与基金条例第10条、及び熊本県高等学校再編整備に伴う通学支

援奨学金貸与条例第７条に基づく返還金口座振替依頼書を受理しました。

取引金融機関

（熊本県控）

金融機関受付印

（熊本県控）学校→申請書→肥後銀行→申請者→学校→高校教育課

※但し、既に返還が開始されている奨学生は、肥後銀行本支店で受付印を受領後、熊本県控を高校教育課へご提出ください。

振替開始月 平成　　　年　　　月分より 振替日 毎月25日

種目
１ 普通

２ 当座

口　座　番　号金融機関・支店番号コード

金融機関・
支店支所名

肥後銀行

指 定 口 座

（預・貯金口座）

印

　私は、熊本県へ納入すべき返還金の支払いを口座振替によって納入することとしたいので、下記の

　金融機関へ送付してください。

フリガナ

氏　　名

指定額・貯金
口 座 名 義 人

お
届
印

電話番号(　　　　－　　　　－　　　　　)

奨学生氏名

納入義務者
(奨学生又は
連帯保証人)

住　　所

フリガナ

氏　　名

印

奨学生番号

熊本県育英資金返還金口座振替申出書（新規・解約）

年　　　月　　　日熊本県教育長　様

※該当する部分を○で囲んでください。（熊本県通学支援奨学金返還金も含む）

郵便番号(　　　－　　　　　)



 

□熊本県では、県立高校の再編整備に伴い新設高校

等に通学する人で、通学に要する費用が増加する

ことにより修学が困難となる人に対し、必要な資

金を貸与して教育の機会均等を図り、将来社会に

貢献し得る人材を育成することを目的として、通

学支援奨学金制度を設けています。 

 

□卒業後に返還いただく返還金は、後輩の奨学金と

して再び活用されています。後輩もまた、経済的

な心配をすることなく安心して勉学に励めるよう、

みんなで支えていくことが大切です。 

 

□返還金の納入は借用証書で約束した納入期限を 

守ってください。 

 

□熊本県では、平成２２年度から返還を延滞された

奨学生及び連帯保証人等に対して、返還残高の一

括請求を行い、関係裁判所への支払督促申立、強

制執行申立等の法的措置を実施中です。 

 

□借用証書提出後、記載事項に変更があったときは、

速やかにその旨届け出てください。 

 

□卒業後に大学進学等で返還の猶予を希望する場合

は、手続き漏れのないようにしてください。 


